
























































































め、SST とコーチングの双方を受けた Cl の体験を検討した。研究５では、インターネ
ット電話とメールを使用したコーチングを実施した事例から、CMC の特徴を検討した。 
 















 研究３では、コーチングと読書療法を実施した Cl に、メリットとデメリットの聞き












を探るため、SST とコーチングの双方を受けた Cl の体験を検討した。SST は、モデリ
ングやロールプレイを構成要素とし、対人コミュニケーションを中心課題とした内容で
あった。分析の結果から、Cl の介入体験に ADHD と ASD の障害特性が反映されたと
考えられた。ADHD の Cl からは、職場や友人との関係を振り返るものや、自己の在り
方を省みるものがあった。一方、ASD の Cl では、SST の場を振り返って反省する、ま








るといった長所、ADHD 症状に由来する Cl の負担や配慮が必要となる点など、コーチ













入れることが有益であると考えられる。また、SST に関しては、成人 ADHD では SST
の体験を自己分析に活かすことができることが示唆された。このような内省ができると
いう特性は、従来 ASD で用いられる SST がむしろ ADHD により適応する可能性を示
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すと考えられる。一方、ASD ではその場の体験から自己分析することが少ないことか
ら、必ずしもコーチングに SST での体験が活かされないことが示された。このように、
障害特性や個別性を鑑み介入を選択していくことが有益であることが本研究から示さ
れた。また、これまで成人 ADHD へのコーチングは症状の緩和に効果があると報告さ
れてはいても、コーチングを構成する重要なツールであるメールや電話、テレビ電話と
いった CMC がどのような役割を果たしているかの検証はされてこなかった。本研究で
は、ADHD症状との関連からCMCを利用する際の長所や配慮点を示すことができた。 
本研究の限界としては、被検者がランダムに割り付けられていない点や統制群の欠如
などの研究デザインの問題が挙げられる。今後の課題として挙げられるのは、本研究で
示唆された介入効果が長期的に維持されるかの検証が必要である点である。また、高齢
期を含めた対象者の拡大、コーチングでの変化が起こりにくい領域へのアプローチや、
コーチングを提供する側へのトレーニングの開発も今後の課題といえる。 
